
私 た ち の 仕 事 は 、 特 別 な 日 を 創 る こ と で す

CERESPO 

「ふれあいフェスタ 2016」
大新宿区まつり

新宿区では10月に「大新宿区まつり」を開催。
期間中は区内各地で約30のイベントが行われています。
ふれあいフェスタは新宿区が主催するイベントです。
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新宿区文化観光産業部
文化観光課文化観光係
諏方 良祐（すわ りょうすけ）さん

「ふれあいフェスタ」の運営をお願いするにあ
たり、イベント会社様など10社からプロポーザ
ル方式で企画・運営の提案を受けました。審査
会の場で企画をプレゼンしていただき、もっと
も評価されたのがセレスポさん。企画のほか、
警備や運営体制に経験と実績を感じるものが多
い点が委員から評価されたようです。ふれあい
フェスタ当日の会場設営から事務局の運営、フ
ライヤー製作でも力をお借りしました。
セレスポさんとお仕事をする中で、さまざまな
対応や視点でこれまでの“経験”を感じました。
例えば、調理場を兼ねたコンテナハウスでは排

水を考えて傾斜をつけたり、段差が急な箇所に
は踏み段を用意してお年寄りに配慮したり。こ
うしたノウハウを惜しみなく提供してくれました。
また、担当いただいたディレクターの一緒にふ
れあいフェスタを盛り上げようと親身に相談に
乗ってくれる姿勢は、とても頼りになりました。
ふれあいフェスタを含めて「大新宿区まつり」
は長年開催しており伝統があります。今後も伝
統を守りながら、時代に合わせてトレンドやオ
リジナリティも出して行きたいと考えています
ので、今後も思わず唸るような御提案をいただ
けたら嬉しいです！
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今年で37回目となる「大新宿区まつり」が開催されました。新宿区内では10月に
例大祭、伝統行事、地域祭りなど約30の関連イベントが行われ、その中でも「芸術
天国」と「ふれあいフェスタ」というイベントは新宿区が主催し開催されます。今回
は、セレスポに運営を任せていただいた「ふれあいフェスタ」の様子をご紹介します。

大新宿区まつりの期間中は
毎日イベントが開かれます
10月16日、高田馬場駅からほど近い
都立戸山公園で「ふれあいフェスタ2016」
（主催：新宿区・大新宿区まつり実行委
員会）が行われました。新宿の多様な文
化や産業、区民の活動等にふれることで
区民と来場者の連携や交流を目的とした
新宿区最大の区民まつりです。当日は区
内で活動する NPO 法人や団体、地方の
自治体などが集まり、さまざまな交流の
輪が生まれました。会場には複数のス

Feature Article

テージが設けられ、区内で活動する和太
鼓やダンスサークルなど、バラエティ豊
かな団体がライブを行い、６万６千人も
の人でにぎわいました。
「大新宿区まつりの期間中は、毎日イ

ベントが開かれます」（新宿区文化観光
産業部）
新宿の秋を彩る風物詩「大新宿区まつ

り」は、昭和 55年に当時の商工観光祭
りや各地域の祭りを踏まえて、実行委員
会が立ち上げたことが始まり。行政・民
間・住民の「新宿のまちを盛り上げてい
きたい」という共通の想いから、さまざ

視点とノウハウから経験と実績を感じました
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ステージではフラダンスや
和太鼓などの練習の成果が

披露されました。



まな主体が一丸となって、それまでの伝
統を生かしながら現在まで続いています。
時代が変わり協賛するイベントも増え、
開催の規模は年々大きくなり、現在は約
１ヶ月のまつり期間中、毎日区内の各所
で関連イベントが開かれています。

参加者や来場者同士が
交流し、新宿区の魅力を
体感する
「ふれあいフェスタは、区民、地元団
体、友好都市など、参加団体や来場者の
連携と交流を目的とした区民まつりです。
例えば、新宿区との友好提携都市でもあ
り、毎年参加いただいている長野県伊那
市は、販売品のひとつに地元で栽培した
お花を持ってきてくださいます。毎年こ
の花を楽しみに来場される区民もいらっ
しゃり、普段はなかなか会うことができ
ない伊那市の方とお話ができる。これが
ふれあいフェスタの醍醐味のひとつで
す」（新宿区文化観光産業部）
今年は石川県白山市、群馬県沼田市、

岐阜県下呂市など、地方から多くの自治
体が参加しブースを出していました。現
在、公園のキャパシティの都合上、新規

パーフェクトは
とれるかな？

「ふれあいフェスタ」は区民が交流
するイベントです。だからこそ「安心
安全」を第一に考え、警備員やスタッ
フの方には見回りからゴミ拾い、自転
車の整理など細かくお願いさせていた
だきました。イベントは一回の事故が
イベントの中止などにつながってしま
いますので、安心安全は最優先で配慮
しなければなりません。
今回は区民の皆さんが楽しめるイベ

ントをご提案しました。来年オープ
ンする区立漱石山房記念館にちなん
だブース、親子で楽しめるなりきり
ファッションイベント、海外の方が多
い区だからこそ世界の楽器を集めるな
ど、若い方にも来場いただけるよう工
夫も凝らしています。
私たちは、イベントの成功に向けて

裏方として支える役割も多くあります
が、とてもやり甲斐がある仕事です。
イベント中、迷子が親御さんに会えた
とき、スタンプラリーで子どもたちが
「全部集まった！」と喜んでいるとき。
忘れ物を届け御礼の手紙を貰ったこと
もあります。
無事にイベントが終了し、会場が元

の姿に戻ったことを確認したあとホッ
とします。新宿区役所の方、警備員や
スタッフ、パンフレットのデザイナー、
台本を作るライター、準備段階で手
伝ってくれた同僚など皆さんのおかげ
で安全に終わらせることができました。
来年も安心安全を第一に楽しいイベン
トをご提案したいと思います。
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に出展するには制限がありますが、より
多くの方に参加してもらえるよう、二年
ほど前からステージプログラムの一部を
公募制に切り替えたそうです。日々の練
習の成果を発表できる場として、年々応
募数も増加。今後は出展ブースの一部も
公募制にすることも検討していると言い
ます。
ブースでは豚汁や新鮮なお魚、できた

てのお団子や地方の特産品などさまざま
な “食 ”が楽しめたほか、木工体験や起
震車、ミニ SL などの “アトラクション ”
も用意。現在、新宿区早稲田南町に建設
中の新宿区立漱石山房記念館にちなみ、
夏目漱石にまつわる情報を発信し、区民
が改めて新宿の魅力を発見できるコー
ナーもありました。
会場全体が、参加団体や来場者の “交

流 ”を意識した、“ふれあえる ”お祭り
であることを感じ取れました。来年も開
催する予定ですので、ぜひ足を運んで新
宿の多彩な魅力にふれてみてください。

R E P O R T

EventData
●2016年10月16日 10:00～16:00
●来場無料
●都立戸山公園・大久保地区
 JR高田馬場駅から徒歩10分、東京メトロ副

都心線西早稲田駅から徒歩6分
●大新宿区まつり実行委員会事務局
 〒160-8484 東京都新宿区歌舞伎町１-5-１
 TEL 03-5273-4069



今月からセレスポ News をリニューアル。いま
までセレスポが協力させていただいてきたイベント
の情報を毎月お届けしてきましたが、当日の写真と
開催情報の記載だけでしたので、その魅力をお伝え
できていないという感覚が強まってきました。イベ
ントの魅力はどこから来るのか……魅力的なイベン
トとして、記憶に残っているものについて、当日の
光景や企画制作の状況、後日の振り返りに自慢話や
苦労話など、さまざまな場面を浮かべていきました。
そこには必ず担当者のさまざま表情があります。イ
ベントの魅力を伝えていくために、その源泉となる
担当者の熱量や思いが伝わるものを創ろうと考える
ようになりました。

リニューアルに際して、打ち合わせの合間、ご飯
を食べながらざっくばらんに飲みながら多くの方に
意見をうかがったことは、とてもこのフォーマット
では収まりきらないほど……取材が始まりレイアウ
トが決まり、原稿が揃い、完成が近づいていくにつ
れ、不安な気持ちもそこそこに「いよいよ！」とい
う気持ちが高まってきました。

リニューアルしましたがまだまだ手探りの状態。
常に未完成のニュース媒体としてイベントに関わる
人の気持ちをお伝えしていこうと思います。これか
らもお楽しみいただければ幸いです。
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10 月 6 日（木）、株式会社セレスポ
本社にて、サステナブルイベント研究所
が中心となりリオデジャネイロ・パラリ
ンピックの視察報告を行いました。同研
究所では、イベントに関わるさまざまな
立場からサステナビリティ（持続可能
性）について研究を進めていま
す。今回はリオデジャネイロ・
パラリンピックをサステナブル
とユニバーサルの視点から捉え、
現地で得た情報や肌感覚として
持ち帰ってきたことを報告しま
した。
報告はパラリンピックに関す
る基本的な説明からはじまり、
各会場の位置関係やアクセス、
会場周辺の盛り上がりとそれ以
外の地域の温度差、さらに現地
の治安など多岐にわたりました。
ロンドン大会との比較、東京の都市環
境との比較を交えて行われた報告はリオ
の実情や東京大会への想像を駆り立てま
した。開会式や各競技の演出については
メディアを通じて広く伝えていくものと
現地にいるから伝わることのバランスに
触れ、スタンドも巻き込んだ演出の実例

や課題など、その場に居たからこそ気づ
いた報告など、東京でも生かせる事例が
多々ありました。
その他にも会場の設営方法や看板・バ

ナーなどによる広告の掲出方法、そして
来場者を飽きさせないために用意された

撮影スポットやボランティアによる盛り
上げなど、ハード・ソフトの両面からさ
まざまな事例も紹介。市内各地で行われ
た関連行事や視察中に起きた小さなハプ
ニングなども交えた解説など終始リラッ
クスした雰囲気で報告会は進みました。
今回の視察テーマの一つでもある「サ

ステナビリティ」では、自然と楽しめる

取り組みが多かったことに触れました。
人に伝えやすい取り組み例として、表彰
式ではお馴染みのメダリストに送られ
る「生花」が「記念オブジェ」に変更さ
れ、その場限りの演出で終わらないアイ
ディアが紹介されました。バナー広告な

どを代表とした一時的な装飾費
用とその効果の関係を、他のイ
ベントの環境効率データを用い
て「イベントの持続可能性」を
具体的に解説しました。
もう一つのテーマである「ユ

ニバーサル」については、会場
では主に「車いす利用者」を中
心に対応を行っていた様子を、
スロープ、観戦用車いす席の配
置や対応方法、電動車いすの
チャージスペース、案内所での

工夫などを例に紹介されました。
開催前は費用や来場者数、現地の治安

などさまざまな不安要素があげられてい
たリオデジャネイロ・パラリンピックで
したが、今回の報告会を通して 100 点
満点ではないが、それを人の力で補うこ
とで十分満足できる大会だったという事
が伝わってきました。
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2016年12月13日（火）
サステナブルイベント導入セミナーを開催
イベント分野におけるサステナビリティの概念、
事例の紹介とワークショップを開催します。

場　　所 ：東京ミッドタウン カンファレンス
参 加 費 ：無料（定員 50名）
電　　話 ：03-5974-1111
申し込み ：http://eventregist.com/e/pij161213

月の12
イベント

リオデジャネイロ・パラリンピック
視察報告会


